
第９回 UN/CEFACT観光部会 （ST資料）

2023年２月１6日 １４時～１７時

ＳＴビジネス基準の利用に向け標準化と具体的な実施について



1．ＳＴプロジェクト詳細

1． UN/CEFACT   プロジェクト名：持続可能な観光のためのビジネス基準



２．ＳＴプロジェクトの観光産業での活用に向けた実施について

1. JTRECではプロジェクト提案に対する実証取組の検討と実運用への検証し普及に取組む。

（１） 観光産業のＳＤＧｓの取り組み実態と課題等を取組開始にあって現状把握とSDGs取組実態を

調査し現状有り様から、ＳＴビジネス基準の運用形態のあり方を検討する。

（２） ＳＴビジネス基準の具体化については事業関係者・団体と連携し共同事業で取組み広域的な

実態調査などを連携して効率的に進める。 （立教大学・JTB総研の関連参考資料は部会で）

（３） 事業関係者・団体と連携により情報の収集と活用モデルなどの検討を行える共同事業に

取組む。

（４） 当事業推進には、活動資源として人・モノ・資金・情報・時間の５つの資源について具体的な

検討が必要である。



３．持続可能な観光のビジネス基準標準化への取組について

２. 観光産業等の現状とＳＤＧｓ取組の現状を見極めるための取り組み方。

観光産業に「持続可能な観光ビジネス基準の浸透を図るための具体的な取組などを以下で述べる。

（１） 国連世界観光機関（ＵＮＷＴＯ）の主管を担う観光庁及び駐在事務所である（一財）アジア

太平洋観光交流センター(ＡPＴＥＣ)と当ＳＴ活動への協力関係を結び推進する。

（２） ＡＰＴＥＣとの事業連携からＡＰＴＥＣ賛助会員から持続可能な観光の実現に向けた状況把握と

導入に向けた課題等を調査する。（国連世界観光機構（UNWTO)駐日事務所）

（３） 観光産業の状況等を観光事業関連セミナー等参加して可能な限り状況と実態を把握する。

（４） このＳＤＧｓ取組の標準化・導入作業は最短で６か月以内に方向性を見極め運用を可能にする。
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